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明
治
時
代
の
著
名
な
俳
人
・
正ま
さ

岡お
か
子し

規き

の
直

弟
で
あ
り
、
大
阪
俳
壇
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し

た
芦あ
し
田だ

秋し
ゅ
う
窓そ
う
が
天
美
東
八
丁
目
の
吉
き
っ
し
ょ
う
ざ
ん

井
山
敬
き
ょ
う

恩お
ん
寺じ

を
度
々
、
訪
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
寺
に
は

多
く
の
秋
窓
作
の
屏
び
ょ
う
風ぶ

・
襖
ふ
す
ま
絵え

・
短た
ん
冊ざ
く
・
扁へ
ん
額が
く

が
蔵
さ
れ
て
い
ま
す（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
142
）。

昭
和
二
十
四
年（
一
九
四
九
）、
秋
窓
の
作
品
を

世
に
残
す
た
め
、俳
画
院
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

秋
窓
は
、
二
十
七
年
に
俳
画
誌「
白は
く
扇せ
ん
」を
創
刊

し
て
白
扇
社
を
興
こ
し
、
多
く
の
門
弟
が
育
ち

ま
し
た
。
俳
画
は
、
俳
句
と
そ
の
背
景
を
略
筆

の
墨
画
や
淡
彩
画
で
あ
ら
わ
す
も
の
で
す
。

　
敬
恩
寺
は
、
西
本
願
寺
を
本
山
と
す
る
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
に
属
し
て
い
ま
す
。
室
町

時
代
の
文ぶ
ん
明め
い
十
八
年（
一
四
八
六
）ご
ろ
、
本

願
寺
八
世
の
蓮れ
ん

如に
ょ

が
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
現
本
堂
は
江
戸
時
代
中
期
の
明め
い

和わ

四
年（
一
七
六
七
）に
再
建
さ
れ
た
重
厚
な

建
物
で
す（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」141
）。

　
秋
窓
は
昭
和
二
十
年
代
以
降
、
生
家
の
現

大
阪
市
中
央
区
平
野
町
か
ら
現
大
阪
市
阿
倍
野

区
阪
南
町
に
移
り
住
ん
で
い
ま
し
た
。
昭
和

二
十
六
年（
一
九
五
一
）、
敬
恩
寺
の
坊ぼ
う

守も
り（
住

職
の
妻
）
で
あ
っ
た
吉
井
菊き
く
が
秋
窓
の
門
人
と

な
り
、
秋
し
ゅ
う
香こ
う
と
号
し
、
白
扇
社
友
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
同
寺
を
会
場
に
天
美
や
松
原
地

域
の
主
に
女
性
が
集
い
、
天
美
句
会
が
毎
月
一

回
、
第
四
月
曜
日
に
催
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　
秋
窓
に
師
事
し
た
菊
は
、
旧
姓
寺
田
氏
。
今

の
大
阪
市
東
淀
川
区
東
中
島
に
あ
る
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
の
恵え

光こ
う

山ざ
ん

徳と
く

蔵ぞ
う

寺じ

の
出
身
で
し
た
。

明
治
三
十
一
年（
一
八
九
八
）十
月
、
住
職
の
寺

田
崇そ
う
賢け
ん
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
徳
蔵

寺
に
は
、南
北
朝
時
代
、楠く
す
の
き木
正ま
さ
成し
げ
が
湊
み
な
と
川が
わ（
神

戸
市
）
で
戦
死
し
た
お
り
、
首
級
を
故
郷
河
内

に
持
ち
帰
る
途
中
、
北ほ
く

朝ち
ょ
う

方が
た
に
奪
わ
れ
る
の

を
恐
れ
、
同
寺
に
葬
っ
た
と
い
う
正
成
首
塚
の

五
輪
塔
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
菊
は
堂
島
高
等
女
学
校（
の
ち
の
大
手
前

高
等
女
学
校
、
現
大
阪
府
立
大
手
前
高
校
）を

卒
業
し
、
同
校
Ｏ
Ｇ
が
関
わ
っ
た
金き
ん
蘭ら
ん
会か
い（
現

金
蘭
会
高
校
）
の
創
立
に
奔
走
し
た
一
人
で

し
た
。
そ
の
後
、
敬
恩
寺
住
職
で
あ
っ
た
吉

井
無む

一い
ち

に
嫁
い
だ
の
で
し
た
。
無
一
の
父
で

あ
る
吉
井
提だ
い

樹じ
ゅ

は
、
明
治
六
年（
一
八
七
三
）

に
創
立
さ
れ
た
天
美
小
学
校
の
初
代
校
長
で

あ
り
、
住
職
と
教
職
を
兼
ね
て
い
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
に
、
無
一
も
教
員
の
道
に
進
み
、

寺
務
と
両
立
さ
せ
て
い
た
の
で
す
。

　
敬
恩
寺
に
は
、
現
在
、
庫く

裏り

の
一
室
を
改

造
し
て
茶
室
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

こ
に「
秋
香
庵
」と
書
か
れ
た
扁
額
が
掛
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
昭
和
二
十
八
年（
一
九
五
三
）

九
月
、
秋
窓
が
七
十
歳
の
古こ

稀き

の
時
に
書
い

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
菊
が
会
場
と

し
て
い
た
天
美
句
会
の
部
屋
を
秋
窓
が
菊
の

雅
号
で
あ
る「
秋
香
」庵
と
し
て
贈
っ
た
も
の

で
し
た
。
時
に
秋
香
は
、
五
十
六
歳
で
し
た
。

秋
香
の
秋
も
、
秋
窓
の
一
字
を
与
え
ら
れ
た

こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

　
秋
窓
は
、
社
友
と
各
地
を
頻
繁
に
吟ぎ
ん
行こ
う
し
、

ま
た
催
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
敬
恩
寺
に
は

場
所
や
撮
影
時
期
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、「
秋

香
庵
」
扁
額
が
書
か
れ
た
昭
和
二
十
八
年
前

後
の
も
の
と
思
わ
れ
る
写
真
が
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
は
、
秋
窓
と
菊
が
他
の
参
加

者
と
共
に
見
ら
れ
ま
す
。
背
広
姿
の
秋
窓
と

和
服
姿
の
菊
を
知
る
貴
重
な
一
枚
で
す
。

　
し
か
し
、
菊
は
秋
窓
と
出
会
っ
て
五
年
後

の
昭
和
三
十
一
年（
一
九
五
六
）
七
月
十
六
日
、

五
十
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
菊
の

あ
と
、
白
扇
の
天
美
句
会
を
引
き
継
い
だ
の
が

菊
と
無
一
の
長
男
と
し
て
敬
恩
寺
を
継
職
し
た

吉
井
典て
ん

章し
ょ
う（
前
住
職
）
の
妻
と
な
っ
た
英ふ
さ

子こ

さ

ん
で
し
た
。
今
も
お
元
気
な
英
子
さ
ん
は
、
秀
し
ゅ
う

風ふ
う
と
号
し
、
昭
和
三
十
年
代
半
ば
以
降
、
自
坊

を
引
き
続
き
会
場
に
句
会
を
催
し
、
多
く
の
俳

画
を
発
表
し
ま
し
た
。
秋
窓
が
昭
和
四
十
一
年

（
一
九
六
六
）、
八
十
三
歳
で
亡
く
な
っ
た
後
、

英
子
さ
ん
は
平
成
時
代
に
入
っ
て
白
扇
全
体
の

代
表
と
な
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。
　

　
昭
和
六
十
三
年（
一
九
八
八
）
七
月
十
六

日
、
典
章
前
住
職
と
英
子
さ
ん
は
秋
香
の

三
十
三
回
忌
に
あ
た
り
、
秋
香
の
代
表
作「
山

を
背
の
庭
に
遊
べ
り
石
叩
き
」と
刻
し
た
句

碑
を
自
坊
庭
園
に
建
て
ま
し
た
。
英
子
さ
ん

は
、
今
で
は
一
線
を
退
か
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
後
を
継
い
で
白
扇
主
宰
と
な
っ
た
の
も
、

敬
恩
寺
近
く
で
生
ま
れ
、
今
も
天
美
に
お
住

い
の
野の

尻じ
り
紫し

香こ
う（
節
子
）さ
ん
で
し
た
。

　
秋
窓
が
昭
和
二
十
七
年
九
月
に
第
一
号
を

発
行
し
た「
白
扇
」誌
は
、
令
和
元
年
十
二
月

ま
で
第
六
十
八
巻
、
第
八
〇
五
号
に
及
び
ま

し
た
。
敬
恩
寺
を
舞
台
に
天
美
の
社
友
が
、

白
扇
の
伝
統
を
脈
々
と
受
け
継
い
で
こ
ら
れ

た
こ
と
を
誇
り
に
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

芦田秋窓に師事した吉井秋香（菊）
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）
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天
美
・
敬
恩
寺
で「
白
扇
」俳
画
会

「
秋
香
庵
」扁
額
と
秋
香
句
碑
の
建
立

秋香句碑 昭和63年7月，秋香33回忌に
あたり，秋窓が座敷の襖一面に描いた
俳画をのぞむ庭園内に建立された。

「秋香庵」扁額 （吉井章氏蔵） 昭和28年9月。
芦田秋窓が古稀に際し，吉井秋香に贈っ
た。庭に面する茶室に掛けられている。

▲芦田秋窓（前列右から3番目）と吉井秋香（前
列左から2番目） 昭和26～ 31年の間，撮影場
所不明（天美東・敬恩寺/吉井章氏蔵）。


